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平成 28 年第７回加西市教育委員会会議録 

 

１ 開会日時   平成 28 年７月 28日（木） 14 時 00 分 

２ 閉会日時      同 日 15 時 00 分 

３ 開催場所   加西市役所 １階多目的ホール 

４ 出 席 者   教 育 長       高 橋 晴 彦 

委    員       渡 邊 隆 信 

委    員       内 藤 堯 雄 

委    員       多 田 久 子 

委    員       沼 澤 郁 美 

 

５ 上記出席者及び傍聴人を除き、会議に出席した者の氏名 

         教育次長           達 可 忠 久 

         市参事（子育て未来政策担当） 前 田 政 則 

         教育総務課長         中 倉 建 男 

         参事兼学校教育課長      本 玉 義 人 

         こども未来課長        伊 藤   勝 

         生涯学習課長         森   幸 三 

         図書館長           高 井 聡 子 

         総合教育センター所長     植 田 正 吾 

         生涯学習課主幹        永 井 信 弘 

         教育総務課長補佐兼総務係長  民 輪 寛 美 

 

６ 付議事項 

なし 

 

７ 議題となった動議を提出した者の氏名 

なし 

 

８ 質問及び討議の内容 

  なし 
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９ 議決事項 

 なし 

 

１０ 報告事項 

 

教育長 

この１月間の主な事項、参加行事について、11項目を報告する。 

（１）６月 21 日 代表区長会 

認定こども園の設置状況について、泉中学校区での協議に図るために資料を提供した。

今後、８月下旬頃から、地域、保護者の代表、園長、学識経験者、行政により協議会を

開催予定で、統合についての方向性を協議する。 

（２）６月 23 日 総合教育センター運営委員会 

本年度事業について報告と審議を行った。 

（３）６月 29 日 防犯協会総会 

副会長として出席した。 

（４）６月 30 日 校長会 

関連行事、議会審議等について報告した。 

（５）７月１日 社会を明るくする運動 

オープニングセレモニー、啓発活動を行った。 

（６）７月４日 播磨東教育長会定期総会・地区別教育長会 

定期総会では、決算予算等の審議、役員の選出を行った。役員は、前年度同様、会長

に明石市、副会長に加古川市・西脇市、監事に稲美町の教育長を選出した。 

地区別教育長会議では、県教育長及び関係課長等参加のもと、学校家庭地域連携推進 

事業、インクルーシブ教育システムの構築と合理的配慮の提供について、意見交換する

とともに、教職員採用、人事評価システムの変更、勤務時間の適正化等について、説明

を受けた。 

（７）７月９日 多聞認定こども園の新園舎竣工式 

（８）７月 12 日 播磨東地区理事会・総会 

教育委員の方にも出席していただいた。本年度は加西市が監事市で、平成 31 年度は

会長市となる。今後のキャリア教育の方向性について、筑波大学藤田先生の講演があっ

た。 

（９）７月 14 日 全国史跡整備市町村協議会・役員会 
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姫路市で開催され、予算決算等の審議が行われた。当市は監査を務める監事市として

出席した。史跡を保存整備だけでなく、まちづくり、人づくりに生かしていかなければ

ならないとの文化庁調査官の講演があった。 

（10）７月 21 日 コンプライアンス確立会議 

本年度事業取組等について協議した。取り組み状況、今後の方策について協議し、各

学校においても、コンプライアンス会議を設け、確立と再発防止に努める。 

（11）７月 22 日 決算審査 

平成 27 年度予算執行に係る決算審査を監査委員により受けた。 

 

教育総務課長 

教育施設整備事業等進捗状況について報告する。西在田小学校地震改築工事は、旧校舎

解体跡の外構工事中である。（仮称）加西認定こども園仮設建物建設工事は、リース期間

中であり、本体建設工事は、基礎工事中である。 

 

こども未来課長 

平成 28 年度夏季学童保育園入園者数について、各園の受け入れ児童数を報告する。 

入園の応募が集中している園があり、他園へ第２希望として入園していただいた児童も

ある。年度当初から、希望する園に入れずに保留という児童もある。 

教育委員より、夏季と通常時の定員について違いがあるのかとの質問がある。 

こども未来課長より、年間を通じた定員であると回答する。 

教育委員より、第２希望として入園している児童があるが、これは夏季のみの申し込み

であるのかとの質問がある。 

こども未来課長より、夏季のみの申し込みであると回答する。 

教育委員より、年間を通して定員は一定で、夏季になって児童の応募数は増えるが、全

体として定員内の数に収まっているのは、定員を超えた園については、空きのある園へ調

整を図ったということかとの質問がある。 

こども未来課長より、定員を超えた園については、空きのある園へ調整を図った結果で

あると回答する。 

教育委員より、夏季のみ入園する児童があるが、定員を増やすほどではないのかと質問

がある。 

こども未来課長より、ニーズはあるのだが、学童保育の小学校内の教室の確保が難しい

状況である。受け入れは低学年の児童を優先し、保留は高学年の児童であると回答する。 
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生涯学習課長 

夏休み小・中学生対象講座開催（アドベンチャークラブ、英語村キャンプ等）について 

報告する。 

「アドベンチャークラブ」は、小学生低学年を対象にキャンプや遠足など屋外体験活動 

を中心としたオークタウン加西の主催講座である。今年度は 36 名の申し込みがあり、第

２回目として８月 24 日～26 日にかけて２泊３日のキャンプ体験を実施する。ボランティ

アとして北条高校１年生 10 名、兵庫教育大学生３名に手伝ってもらう。 

英語に親しむ機会を提供する「Kasai 英語村」をオークタウン加西にて、８月 29 日、 

30 日に開催する。小学生高学年と中学生を対象にしており、小学生 32名と中学生７名の

申し込みがあった。英語講座のため、ＮＰＯ法人ねひめカレッジ２名、ＡＬＴ８名、兵庫

教育大学生 13 名、中学校教諭２名に参加していただき、北条鉄道のボランティア駅長４

名等にも協力をいただく。初日は北条鉄道を使った英語の旅のあと、オークタウンでキャ

ンプファイヤー、２日目はオークタウンで英語を使った活動を実施する。 

そのほか、各公民館においても、夏休みに合わせて子供向けの単発講座を実施している。

申込案内は、総合教育センター発行の「子ども情報誌」に掲載し、早い時期に定員に達す

る状況である。 

教育委員より、子ども講座の内容は、アンケートを取って意見を反映させているのか、

いろいろな方の意見を聞いて主体的に決めているのかとの質問がある。 

生涯学習課長より、「アドベンチャークラブ」は、キャンプ活動中心で、参加された方

の意見を踏まえ、毎年変更している。「英語村」は、昨年度はキャンセル待ちが出るほど

盛況であり、今年度も同じ内容で開催し、来年度以降も続けて行きたい。公民館講座につ

いては、参加者の申込状況や受講生の様子などを踏まえ、次年度の講座内容の改善や選択

等に反映させ、毎年変更していると回答する。 

教育委員より、「英語村」の取組は良いことなので、続けて欲しいとの意見がある。昨

年の「英語村」実施を振り返って、今年度改善しているところがあるかとの質問がある。 

生涯学習課長より、講座の趣旨は、ネイティブ英語に触れる機会を多く持つことであり、

子どもたちが２日間で英語に慣れ親しんでいく様子が見て取れる。改善点はあると思うが、

今後も同様に実施していきたいと回答する。 

 

図書館長 

夏休みキッズイベントについて報告する。 

７月 24 日「誰も知らない図書館を探検しよう」、７月 31 日「親子で楽しもうキッズ工
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作」、８月６日「ふしぎな科学マジック」の３イベントとも７月９日に申し込み受付を開

始したところ、開館時間前に申込者が行列となり、すぐに定員となった。スタッフがそれ

ぞれ工夫をこらしたイベントで、大変好評である。 

教育委員より、各イベントは毎年開催しているのか、アンケートを取って意見を反映さ

せているのか、スタッフが内容を考えるのかとの質問がある。 

図書館長より、「図書館探検」と「キッズ工作」は例年行っている。アンケートは取っ

ていないが、参加者の意見を聞き、内容はスタッフが毎年考えて工夫している。「科学マ

ジック」は、何年か前に行い、今回は新しい講師の方を迎えて開催する。イベントは、参

加者の意見を聞きながら、子ども達が喜んで参加できる内容をスタッフが考え、開催して

いると回答する。 

 

総合教育センター所長 

第１回総合教育センター運営委員会について報告する。 

６月 23 日に開催し、委員７名と教育長、センター職員２名が出席した。事業概要・教

育推進・育成支援事業・問題行動の現状等について報告し、今後の事業について協議を行

い、委員の方より意見をいただいた。今年も、教職員の資質向上・教師力向上を目指した

研修講座の充実と子ども達の非行防止健全育成の為の活動、センターに併設している適応

教室の充実と教育指導員による学校不登校対応等に力を入れて行きたい。 

 続いて、加西市子ども情報誌（2016 夏号）の発行について報告する。 

７月１日付けで、市内幼保・小・中・特別支援学校の、全園児・児童・生徒に配布した。

また、公民館や関係機関等にも配布し、窓口に置いている。 

 続いて、平成 28 年度 教職員教育講演会について報告する。 

７月 29 日に健康福祉会館で石川結貴氏による講演会（「不安な時代を生きる子どもを

どう支えるか」）を行う。 

教育委員より、センターは教育研修所と青少年補導センターの２つの活動を担い、精一

杯、ニーズにあった研修活動を行っている。各校の研修や指導力向上に向けての取り組み

をより一層充実させ、個人の資質の向上、学校が主体的で特色あるチームプレーができる

ように組織力を向上していくためにどうしていくかということが課題であるとの意見が

ある。 

 

１１ 協議事項 

   なし 
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１２ 教育委員の提案 

  なし 

 

１３ 今後の予定について 

   

第８回定例教育委員会  ８月 25 日（木）14:00～ １Ｆ多目的ホール 

 第９回定例教育委員会  ９月 29 日（木）14:00～ ５Ｆ大会議室 

 第 10 回定例教育委員会 10 月 25 日（火）14:00～ ５Ｆ大会議室 
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この会議録は、事務局員が作成したものであるが、真正であることを認め、ここに署名

する。 

 

 

平成 28 年７月 28 日 

 

 

出席者 

 

                        （出席者署名） 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 


